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GREETING
BOCCIA CLASSIC History

～ボッチャを通じて共生社会の実現を目指すインクルーシブな大会へ～
つう きょうせいしゃかい じつ げん め   ざ たい  かい

「みやぎ小学生ボッチャクラシック2025～インクルーシブ頂上決戦～」は、多様な社会資源との連携、県民
のパラスポーツに対する興味・関心を高め、活力ある共生社会の実現をはじめとした社会課題の解決に向けた取
り組みを図ることを目指し、第1回大会が富谷市の富谷武道館を舞台として開催されます。

共生社会の学びと交流、多様性を認め合うインクルーシブな社会の構築、多様な社会資源との連携、児童の心
の成⾧等、様々なポテンシャルを秘めている「みやぎ小学生ボッチャクラシック」。

2025年11月30日、「キミの一投が心を沸かす」大会の歴史がスタートします。

しょうがくせい ちょうじょうけっせん た よう しゃ かい し げん れんけい けんみん

たい きょうみ かんしん   たか                かつりょく                  きょうせいしゃかい            じつげん                                                        しゃ  かい   か だい   かいけつ    む                    と

   く                   はか                                  め     ざ                  だい      かい    たいかい          とみ   や     し           とみ   や    ぶ  どう  かん           ぶ    たい                        かい さい

 きょうせいしゃかい まな   こうりゅう          た よう せい みと   あ                                                                        しゃ  かい          こうちく  た   よう しゃ  かい   し    げん                 れん  けい           じ   どう        こころ

  せいちょうなど   さまざま     ひ  しょうがくせい

    ねん     がつ にち いっとう こころ  わ     たいかい          れき し

この度、「みやぎ小学生ボッチャクラシック2025～インクルーシブ頂上決戦～」が、宮城県内
各地より８チームの参加を得て、富谷市を会場に盛大に開催されますことを、大変うれしく思い

ます。また、宮城県、富谷市をはじめ、多くの関係団体の皆さまには、日ごろより県内のパラスポーツ振興にご協力
をいただき深く感謝申し上げます。

本大会は、私たち一般社団法人宮城県障害者スポーツ協会が、スポーツ庁「令和7年度パラスポーツ推進プロジェ
クト（パラスポーツの実施環境の整備等に向けたモデル創出事業）」の受託団体として採択をされた、パラスポーツ
（ボッチャ）を通じて共生社会の実現を目指す取り組みです。ボッチャは、東京2020パラリンピックでの日本勢の活
躍もさることながら、障がいの有無を問わず世代を超えて誰もが楽しめる、いわば国民的スポーツとしても認知され
つつあり、本県でも多くの県民の皆さまが様々なところで楽しんでいる様子を目にするようになりました。私たち
は、共生社会の学びと交流、多様性を認め合うインクルーシブな社会の構築、多様な社会資源との連携、児童の心の
成⾧など、様々なポテンシャルを秘めているボッチャクラシックの取り組みを通じて、パラスポーツに関する県民の
興味・関心をさらに高め、活力ある共生社会の実現や、子どもたちの未来を応援していく大会となることを目指しま
す。また、地方公共団体、パラスポーツ団体、スポーツ・教育・福祉・医療分野、民間企業等の代表者や有識者との
連携・協働体制の構築を目的とした「実行委員会」を発足し、団体間の情報交換や事業の協働を通じて、パラスポー
ツの新たな関係の構築やネットワークの拡大を図り、障がいのある方とない方がともにスポーツを楽しむインクルー
シブな機会を創出し、身近な場所でスポーツをともに実施できる環境整備の一助となるよう取り組んで参ります。

選手の皆さんには、友人たちと楽しく協力しながら勝利を目指すとともに、試合を通じて得られる多くの「気づ
き」を、今後の学校生活や人生に活かしていって欲しいと思います。また、観戦する皆さまには、子どもたちへのあ
たたかいご声援をよろしくお願いいたします。

最後になりますが、本大会を開催するにあたりご尽力をいただきました宮城県、富谷市をはじめ、多大なるご支援
をいただく各パートナー企業の皆さま、競技主幹の宮城県ボッチャ協会の皆さま、各関係団体から構成される実行委
員会の皆さまなど、関係団体の皆さまのご協力に心から感謝を申し上げ、ご挨拶といたします。

 たび                                      しょうがくせい    ちょうじょうけっせん みや   ぎ   けん ない

かく  ち   さん   か            え  とみ や   し          かいじょう   せいだい  かい さい    たいへん   おも

みや   ぎ   けん とみ   や    し  おお  かん けい  だん たい  みな     ひ  けんない しんこう きょうりょく

ふか かんしゃ もう  あ

ほん たい かい いっ ぱん しゃ だん ほう じん みや ぎ けん しょうがい しゃ きょうかい ちょう れい わ ねん ど すいしん

じっ し かん きょう せい び など む そうしゅつ じ ぎょう じゅ たく だん たい さい たく

つう きょうせい  しゃ かい じつ  げん  め    ざ           と  く   とうきょう   に ほん  ぜい   かつ

やく  しょう                       う    む    と  せ   だい  こ                 だれ    たの   こく  みん てき   にん ち

ほん  けん  おお けん  みん みな さまざま  たの                      よう  す    め  わたし

                きょうせい しゃかい         まな  こうりゅう  た よう せい  みと  あ                                                                    しゃ  かい こう ちく   た よう しゃかい   しげん  れんけい  じ   どう   こころ

せいちょう   さまざま  ひ  と く つう   かん  けん  みん

きょうみ かんしん たか かつりょく きょうせい しゃ かい じつげん こ み らい おう えん たいかい め ざ

ち ほう こうきょうだん たい だん たい きょういく ふく し い りょう ぶん や みんかん き ぎょうなど だいひょうしゃ ゆうしき しゃ

 れんけい  きょうどうたいせい   こうちく もく てき   じっ こう   い   いん  かい  ほっ  そく  だん たい  かん じょうほうこうかん    じ ぎょう  きょうどう   つう

  あら   かんけい   こうちく   かくだい          はか  しょう かた かた たの

き かい そうしゅつ み ぢか ば しょ じっ し かん きょうせい び いち じょ と く まい

  せんしゅ  みな ゆうじん   たの きょうりょく   しょうり  め     ざ  し   あい つう    え  おお  き

こん   ご   がっこう   せいかつ   じんせい   い  ほ   おも かんせん   みな   こ

せいえん   ねが

さい ご ほん たい かい かい さい じんりょく みや ぎ けん とみ や し た だい し えん

かく き ぎょう みな きょう ぎ しゅかん みや ぎ けん きょうかい みな かく かん けい だん たい こう せい じ こう い

いん  かい みな かん  けい だん たい みな きょうりょく  こころ  かんしゃ  もう   あ  あい さつ

一般社団法人宮城県障害者スポーツ協会 理事⾧
みやぎ小学生ボッチャクラシック2025実行委員会 会⾧

佐藤 敬広

いっぱん しゃ だんほうじん みや ぎ けんしょうがいしゃ きょうかい り じ ちょう

しょうがくせい じっこう い  いん かい かいちょう

さ  とう       たかひろ
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みやぎ小学生ボッチャクラシック2025～インクルーシブ頂上決戦～が、宮城県内各地より８
チームをお迎えし、ここ富谷市で盛大に開催されますことを心から歓迎いたします。また、宮
城県障害者スポーツ協会及び関係団体におかれましては、本市におけるパラスポーツの普及促

進に多大なるご理解とご協力を賜っておりますことに対し、深く感謝申し上げます。
本大会は、障害の有無にかかわらず、共生社会の学びと交流を深め、多様性を認め合うインクルーシブな社会の構

築を目指すとともに、共にスポーツを楽しみ、支え合いながら競技に挑戦することで、青少年の健全育成にも大きく
貢献されているところです。
本市におきましては、令和６年５月に都道府県・政令指定都市の障害者スポーツ協会と市町村の協定として全国初

となる「パラスポーツ振興に関する連携協定」を宮城県障害者スポーツ協会と締結し、これまでパラスポーツ体験会
や運動会などの各種事業を実施してきました。その中で、ボッチャは、気軽に取り組めるスポーツとして親しまれて
おり、本大会を通じて出会う多くの仲間たちとの交流を深め、子どもたちの健やかな成⾧を支え、思い出に残る大会
となりますことを祈念申し上げます。
選手の皆さんには、応援してくださるご家族や指導者の方々に感謝の気持ちを大切にしながら、チームで協力して

楽しくプレーしていただくことを期待しております。
結びに、本大会の運営にご尽力をいただきました宮城県障害者スポーツ協会及び関係者の皆様に、感謝を申し上げ

ますとともに、参加者皆さんのご活躍とご健闘、そして本大会が盛会になりますよう祈念し、祝辞といたします。

このたび、宮城県内における新たなパラスポーツの取組として、「みやぎ小学生ボッチャク
ラシック2025～インクルーシブ頂上決戦～」が、ここ富谷市で初めて開催されますことを、心
よりお喜び申し上げます。また、大会運営に当たり、御尽力いただいております実行委員会を

はじめ関係者の皆様に、深く感謝を申し上げます。
本大会は、障害のある児童とない児童がチームを組み、ともに力を合わせてパラスポーツであるボッチャに挑戦す
る、インクルーシブな取組です。スポーツの楽しさや勝負の喜びを分かち合う中で、お互いの違いを理解し、認め
合う。そうした経験こそが、未来の共生社会を形づくるための大きな一歩になると考えております。
また、本大会は、福祉・教育・スポーツ関係者、地方自治体、そして企業の皆様など、様々な分野の方が連携し

て開催が実現したと伺っております。分野の垣根を越えた協働の形は、今後のパラスポーツ振興や、インクルーシ
ブ社会の実現に向けた新たなモデルとして、大きな意義を持つものであります。
東京2020パラリンピックや、昨年行われたパリ2024パラリンピックを通じて、パラスポーツはますます注目を

集めるようになりました。こうした世界的な広がりを地域に根付かせ、誰もが身近にスポーツに親しめる環境を整
えていくことは、活力ある地域社会づくりの一助となるものです。
県といたしましては、「誰もが生きがいを実感し、共に支え合いながら安心して暮らせる地域社会」の実現に向

けて、障害の有無にかかわらず、全ての県民が豊かな人生を送れるよう、今後とも障害者福祉の向上とパラスポー
ツの普及・啓発に取り組んでまいります。
本大会が、参加する子どもたちにとって、かけがえのない思い出と成⾧の機会になることを願うとともに、関係

者の皆様の今後ますますの御活躍を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

みやぎ小学生ボッチャクラシック2025実行委員会

名誉顧問 宮城県知事 村井 嘉浩

みやぎ小学生ボッチャクラシック2025実行委員会

顧 問 富谷市⾧ 若生 裕俊

みや ぎ けん ない あら とりくみ しょうがくせい

しょうがくせい じっ こう い いん かい

むら い よし ひろめい よ こ もん みや ぎ けん ち じ

しょうがくせい じっ こう い いん かい

こ もん とみ や し ちょう わこ う ひろ とし

ちょうじょうけっせん とみ や し はじ かいさい こころ

よろこび もう あ たい かい うん えい あ ご じんりょく じっ こう い いん かい

かん けい しゃ みな さま ふか かんしゃ もう あ

ほん たい かい しょうがい じ どう じ どう く ちから あ ちょうせん

とりくみ たの しょう ぶ よろこび わ あ なか たが ちが り かい みと

あ けい けん み らい きょうせいしゃかい かたち おお いっ ぽ かんが

ほん たい かい ふく し きょういく かん けい しゃ ち ほう じ ち たい き ぎょう みなさま さまざま ぶん や かた れん けい

かいさい じつげん うかが ぶん や かき ね こ きょうどう かたち こん ご しん こう

しゃかい じつ げん む あら おお い ぎ も

とうきょう さく ねん おこな つう ちゅうもく

あつ せ かい てき ひろ ち いき ね づ だれ み ぢか した かんきょう ととの

かつりょく ち いき しゃかい いち じょ

けん だれ い じっかん とも ささ あ あんしん く ち いき しゃ かい じつ げん む

ふきゅう けい はつ と く

ほん たい かい さん か こ おも で せいちょう き かい ねが かん けい

しゃ みな さま こん ご ご かつ やく き ねん もう あ いわ こと ば

しょうがい う む すべ けん みん ゆた じん せい おく こん ご しょう がい しゃ ふく し こうじょう

しょうがくせい ちょうじょうけっせん みや ぎ けん ない かく ち

むか とみ や し せいだい かいさい こころ かん げい みや

ぎ けんしょうがい しゃ きょうかい およ かん けい だん たい ほん し ふ きゅう そく

しん た だい り かい きょうりょく たまわ たい ふか かん しゃ もう あ

ほん たい かい しょうがい う む きょうせい しゃ かい まな こうりゅう ふか た よう せい みと あ しゃ かい こう

ちく め ざ とも たの ささ あ きょう ぎ ちょうせん せいしょうねん けん ぜん いく せい おお

こう けん

ほん し れい わ ねん がつ と どう ふ けん せい れい し てい と し しょうがいしゃ きょうかい し ちょうそん きょうてい ぜん こく はつ

しんこう かん れんけいきょうてい みや ぎ けんしょうがい しゃ きょうかい ていけつ たい けん かい

うん どう かい かく しゅ じ ぎょう じっ し なか き がる と く した

ほん たい かい つう で あ おお なか ま こうりゅう ふか こ すこ せいちょう ささ おも で のこ たい かい

き ねん もう あ

せんしゅ みな おう えん か ぞく し どう しゃ かたがた かん しゃ き も たい せつ きょうりょく

たの き たい

むす ほん たい かい うん えい じんりょく みや ぎ けんしょうがい しゃ きょうかい およ かん けい しゃ みなさま かん しゃ もう あ

さん か しゃ みな かつ やく けん とう ほん たい かい せい かい き ねん しゅくじ
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1. ⽬ 的
（1）障害の有無にかかわらず、共にスポーツを楽しみ、⽀え合いながら競技に挑戦する経験を通じて共⽣社会の

学びと交流を深め、多様性を認め合うインクルーシブな社会の構築を⽬指す。
（2）多様な社会資源との連携を通じて、県⺠のパラスポーツに対する興味・関⼼を⾼め、児童の⼼の成⻑や、活

⼒ある共⽣社会の実現をはじめとした社会課題の解決に向けた取り組みを図る。
2. 主 催

⼀般社団法⼈宮城県障害者スポーツ協会 ／ みやぎ⼩学⽣ボッチャクラシック2025実⾏委員会
3. 共 催

富⾕市
4. 後 援

宮城県 ／ 宮城県教育委員会 ／ 仙台市教育委員会 ／ 富⾕市教育員会 ／ ⼀般社団法⼈宮城県理学療法⼠会
⼀般社団法⼈宮城県作業療法⼠会 ／ 公益財団法⼈宮城県スポーツ協会 ／ 朝⽇新聞社仙台総局
産經新聞仙台⽀局 ／ 仙台⽀局毎⽇新聞仙台⽀局 ／ 読売新聞東北総局 ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
5. 協 ⼒

宮城県特別⽀援学校校⻑会 ／ 宮城県特別⽀援学校ＰＴＡ等連絡協議会 ／ 宮城県ボッチャ協会 ／ 宮城教育⼤学
東北福祉⼤学 ／ 尚絅学院⼤学 ／ 東北⽂化学園⼤学 ／ 仙台⻘葉学院⼤学 ／ 仙台医健・スポーツ専⾨学校
宮城県障害者スポーツ指導者協議会

6. パートナー
スポーツ庁「令和7年度パラスポーツ推進プロジェクト」 ／ 株式会社ジェー・シー・アイ ／ その他協賛各社

7. ⽇ 程
【⽇程】 2025年11⽉30⽇（⽇）
【開 場】 11︓00 【受付】 11︓30〜11︓45 【試合コート解放】 11︓15〜12︓00
【代表者会議】 11︓50〜12︓00  【開会式】 12︓10 【競技】 12︓30〜15︓50 【表彰・閉会式】 16︓00
8. 会 場

富⾕武道館（宮城県富⾕市⼀ノ関臑合⼭6-8）
9. 参加資格
（1）チームでの参加とし、選⼿、チームスタッフ（保護者や監督・コーチ等）、アシスタントにより構成され、

ランプオペレーターを1名配置することができる。
（2）選⼿は、宮城県内の⼩学校または特別⽀援学校に在籍する3年⽣から6年⽣の児童で、4名以上、最⼤6名まで

とする。
（3）チーム編成は、通常の学級に在籍する児童と、特別⽀援学級または特別⽀援学校に在籍する児童による合同

チームとし、特別⽀援学級または特別⽀援学校に在籍する児童を2名以上含むことを原則とする。

INFORMATION
スポーツ庁「令和7年度パラスポーツ推進プロジェクト」委託事業

みやぎ⼩学⽣ボッチャクラシック2025〜インクルーシブ頂上決戦〜
開催要綱
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（4）試合は2エンド制で⾏い、1エンドに出場する選⼿は3名とする。ただし、すべての選⼿が最低1エンドはプ
レーすることを条件とする。各エンドにおいて、3名全員が通常学級の在籍児童で構成することは不可。

（5）チームスタッフは2名以内、アシスタントは選⼿1名につき1名とする。また、アシスタントは保護者に限ら
ない。

（6）プレー時に補助が必要な場合、選⼿1名につき1名のアシスタントが試合に参加できる。
（7）参加チーム数は、8チームを上限とする。申込みが8チームを超えた場合は、事務局による抽選を⾏い、参

加チームを決定する。
（8）参加申込に記載の個⼈情報は、参加受付・プログラム作成等の本⼤会の運営、成績の報道発表・公式ホー

ムページ等への掲載、⼤会主催者からの資料送付・情報提供等に使⽤する。また、競技会に関連する写真
・映像・記事・記録等の掲載権は主催者に属し、テレビ、新聞、ライブ配信等の各種メディアや広報媒体、
⼤会ホームページやSNS、パートナー企業や関係団体のホームページやSNSで使⽤されることがある。
以上について、参加の申込をもって同意したものとする。

10. 競技規則・⽅法
競技は、「⽇本ボッチャ協会競技規則フレンドリーマッチ版v.1.0」に則り、主催者が定めた特別ルールを併
⽤した競技規則を適⽤する。競技⽅法については、参加チーム数により事務局で決定し、事前に周知する。

11. 表 彰
優勝チームに優勝カップを授与する。また、1位〜3位チームの選⼿にメダルを授与する。

12. 参加費
参加費は無料とする（会場までの交通費は参加者負担）。

13. 参加チーム募集期間
2025年 7⽉ 1⽇（⽕）〜2025年 9⽉ 12⽇（⾦）

14. 申込み⽅法
⼤会公式サイトの参加申込みフォームにて、情報を登録する。チーム名は任意のチーム名とし、在籍学校名を
併記することができる。

15. 傷害保険
主催者において参加者を被保険者とした普通傷害保険（レクリエーション保険）に加⼊する。

16. その他
出場チームを対象に、⼤会に向けたルール理解や試合体験、チーム同⼠の交流を⽬的とした「ボッチャアカ
デミー」を下記のとおり開催する（任意参加）。詳細については、⼤会公式サイトに掲載する。
開催⽇程︓① 2025年10⽉19⽇（⽇） ② 2025年11⽉9⽇（⽇） （2回開催）
会 場︓富⾕武道館

17. 問い合わせ先・⼤会公式サイト
（1）問い合わせ先
⼀般社団法⼈宮城県障害者スポーツ協会 〒983-0836 宮城県仙台市宮城野区幸町4－6－2

TEL︓022-257-1005 ／ FAX︓022-257-1062 ／ e-mail︓kensupo1988@poplar.ocn.ne.jp

（2）⼤会公式サイト https://boccia.mpsa.jp/
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Competition Rules
みやぎ⼩学⽣ボッチャクラシック2025〜インクルーシブ頂上決戦〜

競技規則

本競技会は、関わる全ての⼈が⼤切にすべき価値観として定める「ボッチャクラシック・バリュー」を共

通原則とし、競技規則については、⽇本ボッチャ協会競技規則フレンドリーマッチ版v.1.0に則り、主催者が

定めた特別ルールを併⽤する。

ゲーム進⾏や得点の数え⽅などの基本的なルールは、⽇本ボッチャ協会公式Webサイト「ボッチャの試合

の流れ」を参照。

1. ボッチャクラシック・バリュー

（1）Ｒｅｓｐｅｃｔ（リスペクト）

関わりのある全てのことを⼤切に思う⼼。その根底になるのが、ルールを守り、フェアプレーの精神

をもって正々堂々と戦うこと、偏⾒や差別の無いオープンな⼼を持つことです。

また、サポート側にも選⼿のために最善を尽くす「プレーヤーズファースト」の視点が⼤切です。

（2）Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ（チャレンジ）

勝利の鍵は仲間同⼠のコミュニケーション。そこには、冷静な判断、相⼿との駆け引き、戦術と戦略

を通じてお互いを⽀え合い、認め合いながら競技に挑むチャレンジ精神が必要です。チャレンジの⼀

投が、すべての⼈の⼼を沸かします。

（3）Ｅｎｊｏｙ（エンジョイ）

「エンジョイ」できることが、スポーツの本来の姿です。競技を通じて、多くの⼈たちとの出会いや

関わりを楽しみ、あらゆる活動のモチベーションにつなげていきましょう。

2. チーム編成

（1）選⼿は、宮城県内の⼩学校または特別⽀援学校に在籍する3年⽣から6年⽣の児童で、4名以上、最⼤6

名までとする。

メンバー構成は、通常の学級に在籍する児童と、特別⽀援学級または特別⽀援学校に在籍する児童の混

合とし、特別⽀援学級または特別⽀援学校に在籍する児童を2名以上含むことを原則とする。

（2）必要に応じて、チームスタッフ（保護者や監督・コーチ等）を２名まで配置することができる。

（3）試合は2エンド制で⾏い、1エンドに出場する選⼿は3名とする。ただし、すべての選⼿が最低1エンド

はプレーすることを条件とする。なお、各エンドにおいて、３名全員が通常の学級に在籍する児童で構

成することはできない。

（4）選⼿1名につき1名のアシスタントが試合に参加することができる。なお、アシスタントとして、⼤会

運営スタッフを希望することができる。

（5）試合当⽇の受付時に、（1）の条件を満たしてない場合は、当該チームの戦績は無効とする（試合には

出場可）。また、受付後に、（1）の条件を満たさなくなった場合も同様とする。

（ふりがな付きver.は⼤会サイトに掲載）
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3. コート
コートは幅6m、奥⾏8.5mとする。待機エリアはコートサイドの指定された場所とする。

4. 競技⼿順
（1）競技を開始するにあたり、コイントスにて投球順序（使⽤するボールの⾊）を決定する。
（2）第1エンドに参加する選⼿・アシスタント・ランプオペレーターはスローイングボックスへ、その他の選⼿、

スタッフは待機エリアに移動する。
（3）選⼿は、主催者が⽤意したボールを使⽤する。
（4）飲み物やその他必要なものを持ち込みたい場合には、審判の許可を得ること。
（5）審判員の指⽰に従って試合を進⾏する。
（6）競技中、スタッフは選⼿に対して、選⼿同⼠のコミュニケーションを促す声がけは⾏って良いが、具体的な

作戦や投球指⽰等をしてはならない。
（7）ジャックボールはどの選⼿が投げてもよい。
（8）第1エンドと第2エンドの間に、1分間のインターバルを取る。この間、選⼿・スタッフ同⼠でコミュニケー

ションを図ることができる。
（9）第2エンド終了時に同点だった場合は、コート中央のクロスにジャックボールを配置し、１球ずつ投球して、

ジャックボールにより近いボールを投球したチームを勝者とする（ファイナルショット制度）。投球順序は、
コイントスで決定する。
投球する選⼿は、2エンド⽬に参加した選⼿とし、ボックスを変更することはできない。

5. 持ち時間
各チーム持ち時間は、1エンド5分とする。

6. 反則の緩和
選⼿の障害の状況やボッチャの習熟度を考慮し、⽇本ボッチャ協会競技規則フレンドリーマッチ版v.1.0の違反
⾏為を緩和し、審判が軽微と判断した場合、罰則を科さず、注意や指導にとどめる。
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【注意事項・競技実施要領】

1.施設の開場
富⾕武道館の開場時間は、11:00とする。

2.コートの解放
試合前、各チームは指定された時間とコートにおいて、練習をすることができる。
時間と場所は下記の通りとし、⼤会スタッフから配布される指定のチームビブスと名札を着⽤すること。
練習内容や使⽤時間は各チームの任意とする。
2チーム合同の実施となるため、「ボッチャクラシック・バリュー」の精神に則り、お互いを思い合って
使⽤すること。

3.受付
受付時間は11:30〜11:45とする。
エントランスホールに設置するチーム受付所にて、チーム代表者⼜はスタッフが⾏うこと。
受付の際に、下記の提出と受け取りを⾏うこと。

4.代表者会議
代表者会議を11:50から本部席前で⾏う。チーム代表者は必ず出席（スタッフも同席可）、オーダー表と
⼤会プログラムを持参すること。

5.試合の流れ
①記⼊済みのオーダー表を持参し、選⼿・スタッフ・アシスタントはコールルームに集合。

※オーダー表は試合毎に提出すること。
②場内アナウンスに従ってコールルームから⼊場。
③コートに⼊り、「スタートウォームアップ」のアナウンスでウォームアップを開始（練習投球）。
④ウォームアップ終了。
⑤「スタートマッチ」のアナウンスで試合開始。
⑥試合終了。スタッフはスコアシート（結果表）を確認し、同意欄にチェック。
⑦誘導に従い、選⼿解散所へ移動。

提 出 受け取り

「個⼈情報に関する同意書」
※チーム全員分

オーダー表

⼤会プログラム（選⼿数＋２冊）

アシスタント⽤ビブス（配置⼈数分）

バルーンスティック（選⼿、スタッフ、アシスタント⼈数分）

場 所 チーム名 時間

Aコート チーム蒲町、スマイル戦隊☆Heisei's 
11:15

〜
12:00

Bコート ミラクルな今、⼩学⽣キッズ

ステージ とみやっきー、ざおう夢ロケット

サブコート 岩沼南⼩わかばチーム、岩沼南⼩あおばチーム
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Floor Guide
○ 緊急事態（地震や⽕災等）が発⽣した場合には、スタッフの指⽰に従って⾏動してください。

⾮常⼝は、アリーナの北側と南側に２ヶ所ずつあります。

○ 多⽬的トイレは東側にあります。

○ 医療的ケアを⾏う際、医務室の利⽤が可能です。

○ アリーナでの飲⾷は禁⽌です（観覧席は可）。

○ 館内は⼟⾜禁⽌です（室内⽤シューズや、スリッパを履いてください）。

南

北

東 ⻄
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Team & Member Lineup
Aグループ

6年沖野小学校こんの みいな今野 心絆1

4年沖野小学校こんの ゆいと今野 結翔2

6年七郷小学校さいとう すずらん齋藤 涼蘭3

3年七郷小学校さいとう なづな齋藤 夏椿南4

4年南材木町小学校ささき むねとし佐々木 宗利5

3年荒井小学校にしお としひこ西尾 俊彦6

【チーム蒲町】

3年岩沼南小学校さとう あんじゅ佐藤 安珠1

3年岩沼南小学校さとう たかとら佐藤 嵩虎2

5年岩沼南小学校すがわら こはる菅原 心春3

4年岩沼南小学校たかの みさき高野 美咲4

5年岩沼南小学校たけうち とうま竹内 冬馬5

【岩沼南小わかばチーム】

3年逢隈小学校いちかわ えま市川 恵麻1
3年亘理小学校おの ゆずき小野 柚葵2
3年船岡支援学校ひらま かなた平間 奏多3
3年船岡支援学校みと りょうた水戸 椋太4

【スマイル戦隊☆Heisei's 】

【ミラクルな今】

（赤）

（水色）

（白）

（ピンク）

3年船岡支援学校おぎの さくら荻野 咲良1
6年中野栄小学校かとう こたろう加藤 琥汰朗2
6年南材木町小学校すずき あきふさ鈴木 暁英3
5年⾧町小学校なかざわ はやと中澤 颯人4
5年⾧町小学校なかじま はるひさ中島 晴悠5
5年富沢小学校やました あおと山下 蒼透61210



6年蔵王町立宮小学校あがつま たつき我妻 樹1
6年蔵王町立宮小学校かがわ こたろう加川 鼓太郎2
4年角田市立桜小学校かんの みのり菅野 実乃里3
4年角田市立桜小学校なりた かなと成田 叶夢4
6年蔵王町立宮小学校はやさか ゆうき早坂 勇紀5

【とみやっきー】

【岩沼南小あおばチーム】

【ざおう夢ロケット】

4年吉成小学校おのでら きえ小野寺 希恵1
4年枡江小学校かりべ そうすけ刈部 蒼介2
3年東⾧町小学校みずの あかり水野 朱梨3
5年西多賀支援学校もちづき あきと望月 彰人4
4年富沢小学校もちづき かなで望月 奏5

【小学生キッズ】

4年小松島小学校いまいずみ せい今泉 惺1
3年八木山南小学校いわぶち わかば岩淵 若葉2
6年松陵支援学校富谷校うえすぎ みおり上杉 美織3
5年東⾧町小学校きむら かなと木村 奏心4
6年松陵支援学校富谷校くどう ちか工藤 千花5
4年富沢小学校さとう こころ佐藤 こころ6

Bグループ

（オレンジ）

（青）

（緑）

（黄）

3年岩沼南小学校いしかわ ともき石川 智輝1
6年岩沼南小学校さとう はく佐藤 羽空2
4年岩沼南小学校すがわら しょうや菅原 晶弥3
4年岩沼南小学校たけうち なぎさ竹内 凪咲4
3年岩沼南小学校よしだ はるた吉田 陽太5
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MATCH SCHEDULE
※試合前にコールルームにて、出場選⼿・スタッフの確認を⾏います。
※試合の進⾏状況により、時間が変更になる場合があります。
※グループ内の順位は、①勝利数 ②得失点差 ③総得点の順で決定します。
※上記①〜③で決定しない場合は、ファイナルショット制度にて決定します。

※A-3のスマイル戦隊☆Heiseiʻsは、A-2終了後にコールルームへ
※A-5のミラクルな今は、A-4終了後にコールルームへ

※B-3のざおう夢ロケットは、B-2終了後にコールルームへ
※B-5の⼩学⽣キッズは、B-4終了後にコールルームへ

【Aグループ】
チーム名 チーム蒲町 岩沼南⼩わかば

チーム
スマイル戦隊
☆Heisei's ミラクルな今 勝

数
負
数

総
得
点

総
失
点

得
失
点

順
位

チーム蒲町
A-1 A-3 A-5

岩沼南⼩わかば
チーム

A-6 A-4

スマイル戦隊
☆Heisei's

A-2

ミラクルな今

【Bグループ】
チーム名 とみやっきー 岩沼南⼩あおば

チーム
ざおう

夢ロケット ⼩学⽣キッズ 勝
数

負
数

総
得
点

総
失
点

得
失
点

順
位

とみやっきー
B-1 B-3 B-5

岩沼南⼩あおば
チーム

B-6 B-4

ざおう
夢ロケット

B-2

⼩学⽣キッズ

Aグループ︓Aコート Bグループ︓Bコート

マッチ
No. 組み合せ

コール
ルーム

集合時間
開始 終了 マッチ

No. 組み合せ
コール
ルーム

集合時間
開始 終了

A-1 チーム蒲町 ー 岩沼南⼩
わかばチーム

開会式
終了後 12:3012:45 B-1 とみやっきー ー 岩沼南⼩

あおばチーム
開会式
終了後 12:3012:45

A-2 スマイル戦隊
☆Heisei's ー ミラクルな今 12:30 12:5013:05 B-2 ざおう

夢ロケット ー ⼩学⽣キッズ 12:30 12:5013:05

A-3 チーム蒲町 ー スマイル戦隊
☆Heisei's 12:50 13:1013:25 B-3 とみやっきー ー ざおう

夢ロケット 12:50 13:1013:25

A-4 岩沼南⼩
わかばチーム ー ミラクルな今 13:10 13:3013:45 B-4 岩沼南⼩

あおばチーム ー ⼩学⽣キッズ 13:10 13:3013:45

A-5 チーム蒲町 ー ミラクルな今 13:30 13:5014:05 B-5 とみやっきー ー ⼩学⽣キッズ 13:30 13:5014:05

A-6 岩沼南⼩
わかばチーム ー スマイル戦隊

☆Heisei's 13:50 14:1014:25 B-6 岩沼南⼩
あおばチーム ー ざおう

夢ロケット 13:50 14:1014:25

【星 取 表】

【グループリーグ対戦表】
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Aコート Bコート

マッチ

No.
組み合せ

コール

ルーム

集合時間

開始 終了
マッチ

No.
組み合せ

コール

ルーム

集合時間

開始 終了

A-1

Aグループ1位

ー

Bグループ2位

当⽇案内 14:3514:50 B-1

Aグループ3位

ー

Bグループ4位

当⽇案内 14:3514:50

A-2

Aグループ2位

ー

Bグループ1位

14:35 14:5515:10 B-2

Aグループ4位

ー

Bグループ3位

14:35 14:5515:10

A-3

A-1 負け

ー

A-2 負け

A-2終了後 15:1515:30 B-3

B-1 負け

ー

B-2 負け

B-2終了後 15:1515:30

A-4

A-1 勝ち

ー

A-2 勝ち

15:15 15:3515:50 B-4

B-1 勝ち

ー

B-2 勝ち

15:15 15:3515:50

【順位決定戦 対戦表】

【トーナメント表】

Aグループ

１位

Bグループ

2位

Aグループ

2位

Bグループ

１位

優 勝

A-1 A-2

A-4

A-3

3 位

Aグループ

3位

Bグループ

4位

Aグループ

4位

Bグループ

3位

5 位

B-1 B-2

B-4

B-3

7 位

Aコート Bコート

順位決定戦は、グループリーグの結果によるトーナメント⽅式で⾏います。
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Support Members
みやぎ⼩学⽣ボッチャクラシック2025 実⾏委員会

名誉顧問 村 井 嘉 浩 宮城県知事

顧 問 若 ⽣ 裕 俊 富⾕市⻑

会 ⻑ 佐 藤 敬 広 ⼀般社団法⼈宮城県障害者スポーツ協会 理事⻑

副 会 ⻑ 渡 辺 勝 幸 宮城県障害者スポーツ指導者協議会 会⻑

実⾏委員 野 呂 英 樹 宮城県保健福祉部障害福祉課 課⻑

遠 藤 彰 宮城県教育庁特別⽀援教育課 主幹

⾒ ⽥ 茂 紀 宮城県企画部スポーツ振興課 課⻑

⼩ 嶋 雄 悦 富⾕市⽣涯学習課 課⻑

⼤ 内 義 隆 ⼀般社団法⼈宮城県作業療法⼠会 会⻑

櫻 井 健太郎 ⼀般社団法⼈宮城県理学療法⼠会 事業局⻑

森 正 義 社会福祉法⼈宮城県障がい者福祉協会 会⻑

⽯ 川 明 博 宮城県知的障害者福祉協会 事務局⻑

⾨ 脇 敏 昭 宮城県特別⽀援学校校⻑会 会⻑

望 ⽉ 千 尋 宮城県特別⽀援学校PTA等連絡協議会 会⻑

熊 ⾕ 幸 ⼀ 公益財団法⼈宮城県スポーツ協会 事務局⻑

⽯ 川 ⼀ 美 宮城県スポーツ推進委員協議会 会⻑

岸 浪 百 明 宮城県ボッチャ協会 理事

⼤信⽥ 和 義 株式会社ジェー・シー・アイ 代表取締役社⻑

⼩ 池 可 夏 株式会社オンエモーション 部⻑

野 崎 義 和 宮城教育⼤学 准教授

髙 村 元 章 東北福祉⼤学 教授

⼭ 城 秋 美 尚絅学院⼤学 准教授

佐々⽊ 健太郎 尚絅学院⼤学 准教授

佐々⽊ 広 ⼈ 仙台⻘葉学院短期⼤学 助教

⽚ 岡 洋 樹 仙台医健・スポーツ専⾨学校 理学療法科学科⻑

事 務 局 坂 ⼝ 信 ⼀ ⼀般社団法⼈宮城県障害者スポーツ協会 事務局⻑

齋 藤 友 規 ⼀般社団法⼈宮城県障害者スポーツ協会

菅 井 知 美 ⼀般社団法⼈宮城県障害者スポーツ協会

畳 指 祐 樹 ⼀般社団法⼈宮城県障害者スポーツ協会
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宮城教育⼤学 髙 橋 元 喜 渡 部 美 弘

東北福祉⼤学 ⽯ 幡 希 美 伊 東 綾 乃 佐久間 海 成 佐々⽊ 悠 真

佐 藤 慧 伴 尚 哉 松 井 菜 緒 ⼋ 代 実 果

尚絅学院⼤学 相 原 佑 凪 安 彦 凜 飯 塚 虹 映 伊 丹 琴 未

⽇下部 樹 葛 巻 遥 名 佐 藤 暖 鈴 ⽊ 菜 央

鈴 ⽊ 廉 ⾳ 寺 嶋 翔 ⽃ 菱 沼 陽 ⽃ 堀 籠 祥

吉 原 なつみ 我 妻 ⼼ 愛

東北⽂化学園⼤学 上 ⼭ 郁 翔 菅 原 紗 倖

仙台⻘葉学院⼤学 菅 野 陸 佐 藤 優 磨 柴 ⽥ 蓮 哉 佐 藤 悠 翔

佐 野 光 翼

仙台医健・ｽﾎﾟｰﾂ
専⾨学校

岩 井 も も ⼤ 津 志亜璃 後 藤 愛 ⽃ 菅 原 悠 ⽃

救 護 菊 池 紀代⼦ 佐 藤 理 恵

競技役員

運営補助員・救護

競技委員⻑ 岸 浪 百 男 宮城県ボッチャ協会 理事

進⾏ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 佐 藤 ⼀ 樹 宮城県ボッチャ協会 事務局⻑

審判員 宮城県ボッチャ協会

⽚ 平 和 美 川 島 久 ⼦ 佐々⽊ 祥 ⼦ 佐 藤 早 苗

渡 辺 恵

宮城県障害者スポーツ指導者協議会

及 川 節 夫 櫻 井 俊 郎 庄 司 剛 仁 橋 浦 晋
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【 M E M O ! 】













●解体⼯事 ●建築⼯事 ●⼟⽊⼯事
●産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬
●中間処理施設

本 社 〒981-0932 仙台市⻘葉区本町17番15号 UZENビル2F
TEL 022-274-0553(代) FAX 022-274-0771







〒983-0836

宮城県仙台市宮城野区幸町4-6-2

TEL:022-257-1005／FAX:022-257-1062

e-mail:kensupo1988@poplar.ocn.ne.jp



システム開発エンジニア募集中！　HPまたはメールにてご応募ください　

ソフト
受託開発

ITコンサル
ティング

確かな
技術力

仙台NO.1の
ITアウトソーシング企業へ

頼
り
に
さ
れ
て

感
謝
さ
れ
て

楽
し
く
や
る
こ
と
！

🏅SMBエクセレント企業賞受賞　|　優れた経営や技術力・成長性を持つ中小企業に選出されました！

地域社会に貢献する
ビジネスパートナー
私たちは、システム開発・運用、社会インフラ構築などを

通じて、企業が持続可能な成長を遂げるためのサポートを

提供しています。

長年培った技術力と人材力で、信頼されるパートナーとし

て、地域企業の課題解決に貢献してまいります。

◎当社の魅力◎

社員一人ひとりの声が届き、正当に評価され、誰もが

主役になれる環境です。

エンジニアとして成長できることはもちろん、安心して

長く働ける環境を整えています。

[所在地] 〒981-0021　宮城県仙台市青葉区中央2-10-12 仙台マルセンビル6F

[代表] 吉田 一彦 

[TEL] 022-225-8695

[メール] k_yoshida@tlcm.jp

[HP] www.tlcm.jp 　

株式会社テレコムリサーチ
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